
アプリケーションノート

M16C/5Mグループ

パワーコントロール
高速モードとPLL動作モード間の遷移手順

RJJ05B1632-0100
Rev.1.00

2010.07.01
1. 要約
この資料は、M16C/5Mグループの高速モード (メインクロックの1分周 )からPLL動作モード (PLLクロッ

クの1分周 )に遷移する手順およびPLL動作モード (PLLクロックの1分周 )から高速モード (メインクロック

の1分周 )に遷移する手順について説明します。

2. はじめに
この資料で説明する応用例は、次のマイコンでの利用に適用されます。

• マイコン :M16C/5Mグループ

本アプリケーションノートは、上記グループと同様のSFR(周辺機能制御レジスタ )を持つM16Cファミリ

マイコンでも使用できます。ただし、一部の機能を変更している場合がありますのでユーザーズマニュア

ルで確認してください。また、本アプリケーションノートで説明しているサンプルコードを使用される場

合は十分な評価を行ってください。
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3. モード遷移手順の説明
図 3.1に高速モードからPLL動作モードへの遷移のフローチャートを示します。また、図 3.2にPLL動作

モードから高速モードへの遷移のフローチャートを示します。

tsu(PLL)：PLL周波数シンセサイザ安定待ち時間

tsu(PLL)は、ユーザーズマニュアル ハードウェア編の電気的特性を参照してください。

図3.1 高速モードからPLL動作モードへの遷移

図3.2 PLL動作モードから高速モードへの遷移
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4. サンプルコード
サンプルコードは、ルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。

M16Cファミリのトップページの画面左メニュー「アプリケーションノート」をクリックしてください。

4.1 サンプルコードの動作

サンプルコードでは、高速モードからPLL動作モードへ遷移する関数、および、PLL動作モードから

高速モードへ遷移する関数を実行します。各関数の詳細は、「4.2 関数表」を参照してください。

サンプルコードは、PLLの基準周波数カウンタは分周なし、逓倍率は6逓倍になるようPLC0レジスタ

を設定しています。また、PLL周波数シンセサイザ安定待ち時間は、CPUクロックが4MHzの時に約5ms
待つよう設定しています。

4.2 関数表

本アプリケーションノート対象の関数表

サンプルコードで使用している関数表

宣言 void pll_from_highspeed(void)

概要 高速モードからPLL動作モードへ遷移する関数

引数 なし

使用変数 なし

戻り値 なし

機能説明 CPUクロックを高速モードからPLL動作モード (PLLクロックの1分周 )にします。

宣言 void highspeed_from_pll(void)

概要 PLL動作モードから高速モードへ遷移する関数

引数 なし

使用変数 なし

戻り値 なし

機能説明 CPUクロックをPLL動作モード (PLLクロックの1分周 )から高速モードにします。

宣言 void mcu_init(void)

概要 CPU初期設定関数

引数 なし

使用変数 なし

戻り値 なし

機能説明 シングルチップモードに設定します。また、CPUクロックを125kHzオンチップオシレータモードの

8分周から1分周にします。

宣言 void highspeed_from_foco125k(void)

概要 125kHzオンチップオシレータモードから高速モードへ遷移する関数

引数 なし

使用変数 なし

戻り値 なし

機能説明 CPUクロックを125kHzオンチップオシレータモード (fOCO-Sの1分周 )から高速モードにします。
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5. 参考ドキュメント
M16C/5Mグループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編 Rev.1.01
(最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。)

テクニカルニュース /テクニカルアップデート

(最新の情報をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。)

M16Cシリーズ ,R8Cファミリ用

CコンパイラパッケージV.5.45　Cコンパイラユーザーズマニュアル　Rev.2.00
(最新の情報をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。)

ホームページとサポート窓口

ルネサス エレクトロニクスホームページ

http://japan.renesas.com/

お問合せ先
http://japan.renesas.com/inquiry
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